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Ｑ　
単
身
高
齢
者
世
帯
が
増
加

し
て
い
る
が
、
誰
も
が
安
心
し

て
生
活
し
続
け
ら
れ
る
白
河
市

と
す
る
た
め
、
本
市
の
対
策
に

つ
い
て
伺
う
。

Ａ
　
本
人
の
意
思
で
治
療
行
為

や
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
「
支
援
シ
ー
ト
」
の

活
用
を
検
討
し
て
い
る
。
こ
れ

は
緊
急
連
絡
先
や
医
療
・
介
護
の
方
針
の
同
意

や
身
元
保
証
、
本
人
の
医
療
や
介
護
ケ
ア
の
考

え
を
ま
と
め
た
も
の
、
死
後
の
葬
儀
・
納
骨
・

遺
品
整
理
に
つ
い
て
本
人
の
希
望
を
ま
と
め
た

も
の
で
あ
る
。
国
も
「
高
齢
者
等
終
身
サ
ポ
ー

ト
事
業
者
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
た
。

Ｑ　
き
つ
ね
う
ち
温
泉
の
集
客
増
を
目
指
し
地

域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し
て
欲
し
い
が
、

当
施
設
の
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
　
こ
の
10
月
に
料
金
の
見

直
し
を
し
た
。
ま
た
専
門
家

に
よ
る
専
門
性
の
高
い
経
営

分
析
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、

民
間
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
知

見
を
活
用
し
て
い
く
。

Ｑ　
旧
五
箇
中
学
校
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
現

在
の
検
討
状
況
を
伺
う
。

Ａ
　
行
政
利
用
を
基
本
に
検
討
中
。
教
室
の
一

部
を
当
面
寄
贈
絵
画
や
埋
蔵
文
化
財
の
保
管
庫

と
し
て
使
用
。
ま
た
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
や

文
化
施
設
、
農
業
支
援
施
設
、
防
災
倉
庫
等

様
々
な
活
用
案
を
調
査
・
研
究
中
で
あ
る
。
校

庭
や
体
育
館
、
音
楽
室
の
貸
し
出
し
も
調
整
中
。

Ｑ　
来
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
に
対
す
る
取
り
組
み
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
　
『
白
河
市
大
河
ド
ラ
マ

「
べ
ら
ぼ
う
」
活
用
推
進
協
議

会
』
の
年
内
設
立
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
い
る
。

Ｑ　
関
の
森
公
園
整
備
計
画
に

つ
い
て
進
捗
状
況
を
伺
い
た
い
。

Ａ
　
来
年
度
は
今
年
度
の
調
査
を
踏
ま
え
、
交

流
セ
ン
タ
ー
等
の
基
本
設
計
を
実
施
す
る
予
定
。

Ｑ　
移
住
・
定
住
事
業
に
お
い
て
は
、
連
絡
会

議
な
ど
の
体
制
づ
く
り
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ
　
関
連
す
る
部
署
と
連
携
を
強
化
し
て
い
く

と
と
も
に
、
部
を
横
断
す
る
組
織
な
ど
と
情
報

を
共
有
し
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ｑ　
移
住
事
業
に
お
い
て
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

絞
っ
た
事
業
の
や
り
方
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ
　
タ
ー

ゲ
ッ
ト
層

と
本
市
の

取
り
組
み

が
移
住
に

結
び
付
く

よ
う
な
施

策
を
実
施
し
て
い
く
。

Ｑ　
行
政
内
容
の
多
様
化
・
高
度
化
と
と
も
に
、

さ
ら
な
る
職
員
の
専
門
研
修
が
必
要
で
は
な
い

か
。

Ａ
　
現
在
も
高
度
な
知
識
の
習
得
に
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
今
後
も
研
修
機
会
を
確
保
し
な
が

ら
、
人
材
の
育
成
に
努
め
て
い
く
。

佐川　京子 議員

植村　美洋 議員

誰もが安心して生活し続けられる白河市に

移住政策は体制づくりと目的の明確化

「支援シート」を活用し、高齢者の終身サポートに努める

情報発信と効果的な施策の実施

Point
一般質問

とは

◇一般質問とは行政全般にわ
たり、市長などの行政側に
対し、現状や見通しを質問
したり、あるいは報告や説
明を求めたりすることです。

◇時間制限は質問、答弁時間
を含めて60分以内です。

◇一般質問をする議員はその
要旨を事前に通告すること
となっています。

一　般　質　問一　般　質　問
12月定例会では10名の議員が一般質問を行いました。12月定例会では10名の議員が一般質問を行いました。
本会議のネット中継及び録画配信を行っています。本会議のネット中継及び録画配信を行っています。
ホームページや各議員のQRコードから視聴できます。ホームページや各議員のQRコードから視聴できます。

12月定例会において延べ32名の方が傍聴にお
越しくださいました。ありがとうございました。

きつねうち温泉
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Ｑ　
本
市
の
公
共
施
設
等
の
維

持
管
理
費
や
深
刻
な
少
子
高
齢

化
問
題
、
物
価
高
騰
な
ど
諸
課

題
が
山
積
し
て
い
る
な
か
、
将

来
を
見
据
え
た
財
政
運
営
を
ど

の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の

か
市
長
に
伺

う
。

Ａ　
公
共
施
設
の
統
廃
合
に

つ
い
て
は
、
老
朽
化
や
利
用

状
況
人
口
の
推
移
を
踏
ま

え
、
本
市
の
適
正
規
模
や
将

来
世
代
の
負
担
な
ど
も
考
慮

し
、
さ
ら
に
具
体
的
な
議
論

を
進
め
て
い
く
。

Ｑ　
災
害
時
に
通
常
の
電
気
が
遮
断
等
に
よ
り

防
災
行
政
無
線
が
使
用
不
能
と
な
っ
た
場
合
の

通
信
手
段
・
情
報
伝
達
手
段
の
方
法
に
つ
い
て

伺
う
。

Ａ　
屋
外
の
拡
声
器
は
、
非
常
用
電
源
に
自
動

で
切
り
替
わ
り
３
日
間
使
用
で
き
る
。
情
報
伝

達
手
段
は
、
広
報
車
に
よ
る
巡
回
な
ど
で
対
応

す
る
。

Ｑ　
本
市
の
小
中
学
校
の
敷
地
内
に
あ
る
樹
木

に
つ
い
て
、
倒
木
等
に
よ
る
事
故
か
ら
児
童
生

徒
を
守
る
た
め
に
、
定
期
点
検
と
状
況
に
応
じ

た
伐
採
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
11
月
末
現
在
で
小
学
校
20
本
、
中
学
校
３

本
を
伐
採
し
て
い
る
。
児
童
生
徒
は
も
と
よ
り
、

教
職
員
や
保
護
者
、
周
辺
住
民
の
安
全
確
保
を

図
る
た
め
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

遠藤　公彦 議員

将来を見据えた財政運営をどのように進めるのか？
将来世代の負担を考慮し、具体的な議論を進める

Ｑ　
衆
議
院
選
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
、
石
破
政
権
に
期
待
す
る

も
の
を
伺
う
。

Ａ　
こ
れ
ま
で
の
官
邸
主
導
の

決
め
ら
れ
る
政
治
に
比
べ
時
間

が
か
か
る
。
国
民
も
そ
れ
を
受

け
入
れ
る
許
容
力
が
必
要
。
石

破
総
理
に
は
論
客
と
し
て
鳴
ら

し
た
石
破
カ
ラ
ー
を
貫
き
、
非

主
流
派
か
ら
総
理
に
上
り
詰
め
た
氏
に
し
か
で

き
な
い
こ
と
を
期
待
。
１
０
３
万
円
の
壁
の
見

直
し
に
見
ら
れ
る
様
に
税
制
見
直
し
は
有
効
だ

が
、
税
収
が
減
少
し
行
政
の
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

が
懸
念
さ
れ
る
。
今
後
も
国
の
動
向
に
注
視
し
、

全
国
市
長
会
等
と
連
携
し
意
見
を
訴
え
て
い
く
。

Ｑ　
生
ご
み
の
現
状
と
排
出
増
加
に
よ
る
焼
却

炉
へ
の
影
響
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
令
和
４
年
度
の
可
燃

ご
み
の
排
出
量
は
一
人
一

日
当
た
り
１
０
２
６
グ
ラ

ム
で
そ
の
う
ち
約
35
パ
ー

セ
ン
ト
が
生
ご
み
。
水
分

を
多
く
含
ん
だ
ご
み
を
焼

却
炉
に
投
入
す
る
と
温
度

が
下
が
り
炉
を
傷
め
る
。
ま
た
下
が
っ
た
温
度

を
上
げ
る
た
め
に
燃
料
が
必
要
と
な
り
、
二
酸

化
炭
素
の
排
出
量
が
増
加
す
る
生
ご
み
の
削
減

に
つ
い
て
必
要
性
を
広
く
周
知
す
る
。

Ｑ　
学
校
に
お
け
る
食
育
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
給
食
の
際
、
好
き
嫌
い
せ
ず
に
食
べ
、
食

べ
物
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
感
謝
す
る

よ
う
指
導
し
て
い
る
。

戸倉　宏一 議員

第50回衆議院選挙結果と石破政権に期待するものは
石破カラーを前面に出してほしい

Ｑ　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
を
普
及

さ
せ
る
た
め
の
助
成
事
業
に
つ

い
て
伺
う
。

Ａ　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
種
類

が
多
く
、
ど
の
タ
イ
プ
を
取
り

付
け
れ
ば
良
い
か
分
か
り
づ
ら

い
こ
と
や
、
住
宅
密
集
地
で
は

全
体
的
に
設
置
が
進
ま
な
け
れ

ば
効
果
が
低
い
こ
と
、
夜
間
災

害
の
場
合
に
照
明
機
能
が
失
わ
れ
る
こ
と
へ
の

不
安
が
あ
る
こ
と
、
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
付
き
住
宅

で
は
玄
関
の
ド
ア
が
開
か
な
く
な
り
避
難
に
支

障
が
で
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
様
々
な
要

因
に
よ
り
普
及
が
進
ん
で
い
な
い
。
こ
う
し
た

こ
と
か
ら
、
国
は
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
に

関
す
る
対
策
会
議
を
開
催
し
、
今
後
の
方
向
性

に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
て
い
る
た
め
、
国
の
動

向
を
注
視
し
て
い
く
。

Ｑ　
家
庭
や
飲
食
店
な
ど
か
ら
出
る
使
用
済
み

食
用
油
を
、
飛
行
機
の
燃
料
と
し
て
再
活
用
さ

れ
る
Ｓ
Ａ
Ｆ
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
既
存
の
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
と
比
べ
二
酸
化

炭
素
の
排
出
を
大
き
く

削
減
で
き
る
燃
料
と
し

て
Ｓ
Ａ
Ｆ
が
注
目
さ
れ

て
い
る
。
廃
食
用
油
は
、

肥
料
飼
料
、
石
鹸
な
ど

の
原
材
料
と
し
て
も
再

利
用
で
き
る
た
め
、
先

進
的
な
自
治
体
の
取
り

組
み
も
参
考
に
し
つ
つ
、

調
査
・
研
究
を
進
め
る
。

室井　伸一 議員

感震ブレーカーを普及させるために助成事業を行ってみては
先進自治体の支援制度や効果などについて調査・研究する

市立図書館

西白河地方クリーンセンター
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Ｑ　
農
業
者
の
高
齢
化
・
後
継

者
不
足
が
深
刻
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
農
業
従
事
者
確
保
の

た
め
に
何
が
必
要
か
市
長
に
伺

う
。

Ａ　
家

族
経
営

も
継
続

的
に
支

援
し
な
が
ら
、
新
た

な
担
い
手
を
確
保
・

育
成
し
、
農
業
の
持

続
的
な
発
展
に
つ
な

げ
て
い
く
。

Ｑ　
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
を
防
ぐ
た

め
、
今
後
も
一
定
数
の
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
を
確

保
す
る
に
は
、
今
以
上
の
ハ
ン
タ
ー
が
必
要
で

あ
る
。
ハ
ン
タ
ー
育
成
の
方
策
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
狩
猟
免
許
や
猟
銃
所
持
許
可
に
関
す
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
市
民
に
周
知
す
る
な
ど

し
て
、
広
く
情
報
発
信
を
実
施
し
て
い
く
。

Ｑ　
大
信
地
域
で
は
、
昔
か
ら
タ
ク
シ
ー
業
者

が
無
か
っ
た
た
め
タ
ク
シ
ー
利
用
に
慣
れ
て
い

な
い
。
白
河
市
所
有
の
公
共
タ
ク
シ
ー
と
し
て
、

大
信
庁
舎
に
常
駐
さ
せ
て
は
ど
う
か
。

Ａ　
公
共
交
通
整
備
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　
大
信
地
域
自
主
運
行
バ
ス
を
、
週
２
回
白

河
の
市
街
地
へ
向
か
う
買
い
物
バ
ス
と
し
て
利

用
出
来
な
い
か
伺
う

Ａ　
地
域
の
特
性
や
需
要
に
応
じ
た
交
通
体
系

づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

Ｑ　
耕
作
放
棄
地
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
市
場
主
義
的
要
素
が
取
り

込
ま
れ
、
農
地
の
集
積
・
集
約

が
進
み
、
一
方
で
条
件
の
悪
い

農
地
が
耕
作
さ
れ
な
く
な
り
、

高
齢
に
よ
る
離
農
者
の
増
に
至

っ
た
。
現
在
各
地
区
で
将
来
の

担
い
手
や
農
地
利
用
の
在
り
方

を
協
議
し
、
結
の
精
神
で
、
耕
作
放
棄
地
の
拡

大
防
止
に
努
め
る
。

Ｑ　
衆
議
院
選
挙
の
投
票
率
を
伺
う
。

Ａ　
当
日
有
権
者
数
４
８
，６
９
２
名
、投
票
者

数
２
６
，２
６
１
名
投
票
率
54
％
、期
日
前
投
票

者
数
１
１
，６
９
５
名
で
投
票
全
体
の
45
％
。

Ｑ　
移
動
手
段
の
無
い
方
へ
の
支
援
体
制
を
伺
う
。

Ａ　
市
循
環
バ
ス
や
予
約
型
乗
り
合
い
タ
ク
シ

ー
な
ど
に
つ
い
て
の
周
知
や
、
移
動
式
期
日
前

投
票
所
導
入
を
検
討
。

Ｑ　
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
支
援
体
制
を
伺
う
。

Ａ　
誰
も
が
投
票
し
や
す
い
環
境
に
す
る
為
、

解
か
り
や
す
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
。

Ｑ　
敬
老
会
の
対
象
者
数
と
参
加
人
員
を
伺
う
。

Ａ　
対
象
者
白
河
地
域
６
，
７

２
４
人
、
表
郷
１
，
０
６
４
人
、

大
信
６
８
１
人
、
東
８
５
０
人
。

参
加
者
白
河
地
域
３
１
６
人
、

表
郷
地
域
55
人
、
大
信
地
域
53

人
、
東
地
域
39
人
。

Ｑ　
総
括
と
、今
後
の
敬
老
会
の
あ
り
方
を
伺
う
。

Ａ　
検
討
委
員
会
に
て
今
後
の
敬
老
事
業
を
議

論
。

永山　　均 議員

佐川　琴次 議員

農業従事者確保のために何が必要か

耕作放棄地の現状と課題について、市の考えは？

新たな担い手を確保・育成していく

地域の皆さんと知恵を出し合いながら、拡大防止に努める 

Ｑ　
西
郷
村
の
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
は
、
白
河
市
内
の
病
院
や

商
業
施
設
な
ど
へ
も
移
動
が
で

き
る
と
聞
く
。
市
で
は
ど
う
か
。

Ａ　
広
域
的
移
動
に
つ
い
て
は
、

乗
合
タ
ク
シ
ー
か
ら
路
線
バ
ス

な
ど
既
存
の
交
通
機
関
も
併
せ

て
利
用
し
て
い
た
だ
く
。

Ｑ　
各
地
区
間
の
移
動
の
際
に

乗
り
継
ぎ
が
無
い
よ
う
に
は
で
き
な
い
か
。

Ａ　
既
存
の
交
通
機
関
も
合
わ
せ
て
利
用
い

た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

将
来
に
わ
た
り
持
続

可
能
な
公
共
交
通
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
よ
う
と
考
え
て
い

る
。
各
地
域
間
を
自

由
に
移
動
す
る
に
は

多
く
の
課
題
が
あ
り
、

今
後
検
討
し
て
い
き

た
い
。

Ｑ　
市
民
の
方
か
ら
、
「
図
書
館
内
に
お
い
て
、

所
蔵
本
等
の
一
部
を
市
民
に
配
布
し
て
い
る
が
、

ど
う
し
て
か
」
と
の
問
い
合
わ
せ
を
受
け
た
、

ど
の
よ
う
な
経
緯
か
。

Ａ　
寄
贈
図
書
の
保
存
状
態
や
蔵
書
の
構
成
を

勘
案
し
、
蔵
書
に
加
え
る
も
の
と
破
棄
す
る
も

の
を
分
別
し
、
破
棄
す
る
も
の
の
う
ち
、
ま
だ

利
用
で
き
る
も
の
を
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
特
設
コ

ー
ナ
ー
を
設
け
て
年
に
一
度
、
必
要
と
す
る
方

に
自
由
に
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
く
形
で
配
布
し

て
い
る
。 大竹　功一 議員

デマンドタクシーによる移動、市の状況は？
広域的移動は、タクシーから路線バス等へ乗り継ぎが必要
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Ｑ　
複
合
施
設
の
市
民
交
流
機

能
、
既
存
の
施
設
と
の
違
い

は
？
利
用
可
能
な
設
備
、
備
品

の
設
置
は
？

Ａ　
諸
室
の
活
動
を
可
視
化
し
、

来
館
者
が
興
味
関
心
を
も
つ
環

境
。
団
体
や
サ
ー
ク
ル
を
対
象

に
有
料
ロ
ッ
カ
ー
を
整
備
。
備

品
は
今
後
検
討
を
進
め
る
。

Ｑ　
公
立
幼
稚
園
の
昼
食
提
供
、
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
と
実
施
状
況
は
？
全
園
完
全
給
食
化
を
望

む
が
今
後
の
展
望
は
？

Ａ　
９
割
の
保
護
者
が
お
弁
当
給
食
を
希
望
。

令
和
４
年
度
に
比
べ
２
園
で
お
弁
当
給
食
の
回

数
増
。
施
設
の
再
編
等
を
含
め
検
討
す
る
。

Ｑ　
在
宅
血
液
透
析
患
者
へ
助
成
拡
充
を
！

Ａ　
当
事
者
や
医
療
機
関
等
関
係
者
の
声
を
聞

き
、
調
査
研
究
を
進
め
る
。

Ｑ　
本
市
に
人
工

芝
サ
ッ
カ
ー
場
新

設
を
望
む
声
が
多

数
あ
る
。
市
の
考

え
は
？

Ａ　
施
設
整
備
の

有
無
や
実
施
す
る

場
合
の
諸
条
件
等

を
内
部
で
検
討
し

て
い
る
。

Ｑ　
中
学
入
学
時
に
配
布
す
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、

使
わ
ず
も
っ
た
い
な
い
と
い
う
声
が
あ
る
。
配

布
の
見
直
し
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
？

Ａ　
校
長
会
な
ど
で
調
査
研
究
す
る
。

Ｑ　
去
る
11
月
14
日
「
学
校
給

食
を
無
料
に
す
る
白
河
の
会
」

が
１
８
９
１
筆
の
署
名
を
提
出
、

請
願
行
動
を
行
っ
た
。
学
校
給

食
費
無
償
化
は
市
民
の
切
実

な
要
求
で
あ
る
。
福
島
県
の
全

額
無
償
化
自
治
体
が
59
・
３
％
、

全
国
的
に
も
３
割
を
超
え
、
大

き
な
流
れ
と
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
市
長
は
実
施
し
て
い
る
の
は
「
ほ
と
ん

ど
小
さ
い
自
治
体
」
と
述
べ
、
大
き
な
都
市
は

な
か
な
か
踏
み
切
れ
な
い
と
言
い
訳
を
し
て
い

る
。
（
実
際
に
は
人
口
の
多
い
郡
山
市
で
も
実

施
し
て
い
る
）
問
題
は
、
首
長
の
判
断
・
や
る

気
で
は
な
い
か
。
学
校
給
食
費
無
償
化
の
意
義

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

Ａ　
学
校
給
食
費
無
償
化
の
意
義
は
、
子
育
て

世
代
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
に
あ
る
。
本
市
は

給
食
費
の
一
律
無
償
化
を
否
定
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
収
入
の
少
な
い
世
帯
や
多
子
世
帯

な
ど
「
真
に
支
援
が
必
要
な
世
帯
」
の
給
食
費

は
実
質
無
償
と
し
て
い
る
。
所
得
が
多
い
世
帯

も
含
め
た
一
律
無
償
化
が
い
い
の
か
と
い
う

問
題
が
あ
る
。
一

律
無
償
化
の
場
合
、

財
源
の
継
続
的
な

確
保
が
必
要
と
な

る
。
国
の
一
律
無

償
化
の
動
き
を
注

視
し
な
が
ら
、
慎

重
に
議
論
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

深谷　　弘 議員

新年度予算で学校給食費無償化実現を
財源の継続的な確保が必要・国の一律無償化の動きを注視

大木　絵理 議員

本市に人工芝サッカー場の新設を望む声、市の考えは？
施設整備の有無や諸条件について内部で検討中

福島市十六沼公園の人工芝サッカー
コートを視察

【請願項目】
１、最低賃金法を全国一律制度に改正すること
２、労働者の生活を支えるため、最低賃金についてただちに1,500円以上を実現すること
３、最低賃金の引き上げができ、経営が継続するように、中小企業・小規模事業所への支
　　援策を抜本的に拡充・強化すること
【審議内容】
　審査では、物価や生活にかかる経費は首都圏の都市部と地方とでは大きな差異があり、最低賃金を全国
一律の制度とすることは困難であるため、不採択とする意見や、最低賃金を上げることは良いが全国一律
とすることについての是非、及び直ちに最低賃金を1,500円とすることは、地域の小規模事業所の経営が
困難となるなどの課題があるため継続審査とする意見、また願意は妥当であり政府も最低賃金の制度を願
意の方向に動き始めていると感じるので採択すべきだとの意見もあった。採決の結果、継続審査、採択と
も賛成少数となり、不採択とすべきものと決した。

請  願 請願第６号
「最低賃金法の改正と中小企業支援の拡充を求める意見書」の提出について　

不採択不採択

※表決結果については６ページをご覧ください。


